
（別紙３）

～ 令和7年　2月　3日

（対象者数） 3 （回答者数） 1

～ 令和7年　2月　24日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
日常の教室内の活動の他に、季節に合わせて屋外での活動も

多く取り入れていいきたい

2
一人ひとりが様々な課題をもつ中で、集団で活動することの

楽しさを感じてもらえるよう、寄り添っていきたい

○事業所名 ブロッサムジュニア上越大手町教室

○保護者評価実施期間
令和7年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

令和7年　2月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

活動プログラムの多様性
月ごとに新しい集団療育を立案し、いつでも楽しく活動でき

るよう工夫している

一人ひとりに合わせた支援

アセスメントをもとに、お子さま一人ひとりが安心して過ご

すことができるように、場合によっては個別対応等をしてい

る

事業所における自己評価総括表(児童発達支援)公表



3
各々の職員が一貫した支援が行えるよう、スキルアップの場

も多く取り入れていきたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 積極的に外部へ声をかけていく必要がある

2
従業者のみでなく、保護者向けの研修会等の機会を設けてい

きたい

3

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

外部評価の取り組み
これまで、従事者間のみでの事業の取り組みについての見直

す機会を設けており、外部評価の機会はなかった

情報発信

教室内での様々な取り組みや研修等を定期的に行っている

が、保護者に対して詳細を発信できていなかったり、研修会

等を開催できていなかった

職員間の連携
1日2回のミーティングの他に、共有が必要な場合は都度職員

間で声をかけあいながら情報共有している


